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1. 概要 

   ①ＳＭとＤＭ両方を兼ね備えた校正キット。 

   ②赤外線通信は、SIR（115.2Kbps）で通信する。 

   ③GX-3R/GX-3R Pro は、SDM-3R から IrDA で受信メッセージを表示する。 

   ④SDM-3R 本体には、三方電磁弁を 1 個/2 個/3 個接続可能である。 

 

2. 仕様 

①バンプテスト（ 単体実行（ＳＭ）／ 最大 10 台同時実行(ＤＭ) ） 

②ガス校正（ 単体実行(ＳＭ) ／ 最大 10 台同時実行(ＤＭ) ） 

③警報チェック（ 単体実行(ＳＭ) ／ 最大 10 台同時実行(ＤＭ) ） 

   ④バンプテスト＆ガス校正＆警報チェックの結果データのＵＳＢメモリへのコピー（ＳＭ） 

   ⑤PC にて GX-3R/GX-3R Pro のデータロガデータをダウンロード（ＤＭ） 

   ⑥GX-3R/GX-3R Pro を充電する。 

  

 

3. SM と DM の動作 

①通常はＳＭとして動作する。 

   ②ＰＣと USB ケーブルで接続していてもＳＭの動作をしている。 

   ③ＰＣでドッキングステーションソフトを立ち上げると、ＤＭの動作にかわる。 

   ④ＤＭ状態になるとスイッチは受け付けなくなる。 

   ⑤ドッキングステーションソフトを終了すると、ＳＭの動作にかわる。 

 

    【 GX-3R 】                            【 GX-3R Pro 】 
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5. SDM-3R と GX-3R/GX-3R Pro の電源 ON/OFF 操作 

5.1 SDM-3R の電源 ON 操作 

   ①SDM-3R の「POWER」スイッチを１秒以上押し続けると電源がＯＮする。 

     最初全てのＬＥＤが橙点灯になり、その後「CHARGE」LED が緑点滅する。 

   ②GX-3R/GX-3R Pro を乗せると充電が開始される。 

      ・充電中は「CHARGE」 LED が橙点滅となる。 

      ・充電が完了すると緑点灯となる。 

・充電に異常がある場合は、赤点灯となる。 

・GX-3R/GX-3RPro の電源をＯＮにすると充電を終了して緑点滅に変化する。 

 

5.2 SDM-3R の電源 OFF 

①「POWER」スイッチを３秒間押し続けると SDM-3R の電源が切れる。 

     ②電源ＯＦＦ操作は、GX-3R/GX-3R Pro と通信状態でないときのみに有効。 

 

5.3 GX-3R/GX-3R Pro の電源 OＮ 

①SDM-3R のカバーを閉めると、GX-3R/GX-3R Pro の電源がＯＮする。 

②GX-3R/GX-3R Pro の電源をＯＮすると SDM-3R と通信を開始する。 

③通信を開始すると「CHARGE 」LED が緑点滅になる。 

④通信が確立すると GX-3R/GX-3R Pro に設定されているガス名と校正濃度値を GX-3R/GX-3R Pro 

の LCD に表示する。 

                               【 ガス名 校正濃度 】 

         

 

 

 

 

 

 

         【 基本画面(GX-3R) 】                        【 基本画面(GX-3R Pro) 】 

 

 

※ 以降 左画面は GX-3R、右画面は GX-3R Pro 
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5.4 GX-3R/GX-3R Pro の電源 OFF 

【 ＳＭの場合 】 

①「POWER＋EDIT/ENTER」スイッチを 3 秒間押し続けると GX-3R/GX-3R Pro の電源が OFF される。 

        ※4.3 の基本画面と結果画面でのみ、この操作が行える。 

     ②基本画面または結果画面で 10 分以上スイッチ操作が無い場合は GX-3R/GX-3R Pro の電源が OFF される。 

     ③GX-3R/GX-3R Pro の電源が OFF されても、バンプテスト／ガス校正／警報チェックの結果（ＬＥＤ）状態は 

保たれる。 

     ④その後 GX-3R/GX-3R Pro の電源を ON したら前回のバンプテスト／ガス校正／警報チェックの結果を表示する。 

       ※前回結果表示は、同じシリアル番号の GX-3R/GX-3R Pro が接続された場合のみ。 

       ※SDM-3R の電源を OFF したら結果はクリアされるので、GX-3R/GX-3R Pro の電源を入れても 

        前回の結果は表示されない。 

       ※シリアル番号が違う GX-3R/GX-3R Pro が接続された場合は、バンプテスト／ガス校正／警報チェックの 

結果はクリアされ、表示は基本画面（4.3 参照）となる。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

【 ＤＭの場合 】 

     ①ＰＣソフトで、検知器のアイコンの右クリックメニューから「Power off」を選択すると GX-3R/GX-3R Pro の 

電源が OFF される。 

②メイン画面で 1 時間操作が無い場合は GX-3R/GX-3R Pro の電源が OFF される。（時間は設定変更可能） 

 

 

CH4 %LEL O2 % 
P   P P  P 

CO ppm H2S ppm 
P  P F  P 

         BUMP/CAL 

CH4 %LEL CO ppm H2S ppm 

P  P P  P F P 

O2 vol% CO2 ppm 

P  P P 

BUMP / CAL 
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6. SM 動作手順  

6.1 SDM-3R の電源を入れる  

   ①SDM-3R の「POWER」スイッチを１秒以上押し続けると電源がＯＮする。 

②「CHARGE」LED が緑点滅する。 

6.2 GX-3R/GX-3R Pro の電源を入れる 

①SDM-3R に、電源 OFF の GX-3R/GX-3R Pro を装着する。SDM-3R の「CHARGE」LED は橙点滅になる。 

②GX-3R/GX-3R Pro の電源を ON し、SDM-3R と通信を開始すると SDM-3R の「CHARGE」LED は 

緑点滅になる。 

③通信が確立すると、GX-3R/GX-3R Pro に設定されているガス名と校正濃度値を、GX-3R/GX-3R Pro の LCD 

  に表示する。 

 

                               【 ガス名 校正濃度 】 

         

 

 

 

 

 

 

 

④基本画面または結果画面を表示中に、GX-3R/GX-3R Pro のバッテリー残量がバッテリー低下エラー付近になると、 

充電画面に「CHARGING」を表示し、充電を開始する（5 分間充電を行う）。 

⑤乾電池の場合は、充電は行わず電池交換画面「 REPLACE  」を表示する。 

⑥充電画面では、充電の残り時間を分・秒で表示する。 

⑦充電が完了すると、基本画面または結果画面へ戻る。 

⑧充電画面、電池交換画面では、スイッチを押してもバンプテスト／ガス校正／警報チェックは開始しない。 

 

 

 

 

 

 

 

【 充電池の場合 】                     【 乾電池の場合 】 

 

 

  04. 50 
 

 

 

     CHARGING 

 

 

 

 

 

    REPLACE 
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7. SM 操作のバンプテスト・ガス校正 

※１ｍ／s 以上の風速で排ガスを吸引した場合、正確なバンプテスト及びガス校正ができません。 

  ①BUMP スイッチを押すとバンプテスト、CAL スイッチを押すとガス校正を開始する。 このとき、各 LED は橙点滅となる。 

       GX-3R で黄色のキャップが開いている場合は開始しない。 

       ※全てのガスについてバンプテスト／ガス校正を行う。 

       ※バンプテスト／ガス校正実行中は現在の濃度値を表示する。 

      【 バンプテスト 】 

         
 
 
 
 
 
 

【 ガス校正 】 

 
 
 
 
 
 
  
   ②最初に AIR 吸引し、ゼロ校正を行う。 

     ゼロ校正は全てのセンサーを同時に実行する。 

     O2 センサーが有り、GX-3R/GX-3R Pro と接続してから 40 秒未満の場合、40 秒まで AIR 吸引を延長する。 

 

   ③バンプテスト／ガス校正を、シリンダー設定で設定された順に実行する。 

     インレット番号(GAS○)で設定されているガスは同時に実行する。 

CHG○で設定されている場合は、ガスを交換して実行する。 

     バンプテスト／ガス校正が終了したら結果表示となる。 

 

  ④結果を表示する。 

     全て成功の場合、BUMP LED ／ CAL LED が緑色点灯する。１つでも失敗した場合は赤色点灯する。 

     それぞれの結果は、成功「Ｐ」・失敗「Ｆ」を表示する。 Ｐ：ＰＡＳＳ  Ｆ：ＦＡＩＬ 

    バンプテスト／ガス校正時のガス濃度を表示する。 

CH4 %LEL O2 % 
20 17.0 

CO ppm H2S ppm 
15 2.5 

         BUMP 

CH4 %LEL CO ppm H2S ppm 

20 15 2.5 

O2 vol% CO2 ppm 

17.0 0 

BUMP 

CH4 %LEL O2 % 
30 14.0 

CO ppm H2S ppm 
35 20.0 

         CAL 

CH4 %LEL CO ppm H2S ppm 

30 35 20.0 

O2 vol% CO2 ppm 

14.0 0 

CAL 
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【 バンプテスト結果 】 

【 GX-3R 】 

 

 

 

 

 

 

【 GX-3R Pro 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 ガス校正判定 】 

【 GX-3R 】 

 

 

 

 

 

 

【 GX-3R Pro 】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ⑤結果を SDM-3R 内部のメモリに記録する。 

     最大２００件記録する。最大件数を超えた場合は、古い記録から消去される。 

 

  

判定と結果濃度を 

交互に表示する 
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         BUMP 
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P F 

         BUMP 
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50 50 19.5 

O2 vol% CO2 ppm 

12.2 2000 

BUMP 

CH4 %LEL CO ppm H2S ppm 

P P F 

O2 vol% CO2 ppm 

P P 

BUMP 

判定と結果濃度を 
交互に表⽰する 

CH4 %LEL O2 % 
30 12.0 

CO ppm H2S ppm 
25 25.0 

         CAL 

CH4 %LEL O2 % 
F P 

CO ppm H2S ppm 
F P 

         CAL 

CH4 %LEL CO ppm H2S ppm 

30 25 25.0 

O2 vol% CO2 ppm 

12.0 2000 

CAL 

CH4 %LEL CO ppm H2S ppm 

F F P 

O2 vol% CO2 ppm 

P P 

CAL 
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⑥バンプテスト／ガス校正のキャンセル 
     ・バンプテストの場合は BUMP スイッチを、ガス校正の場合は CAL スイッチを３秒以上押すことでキャンセルが行える。 

※最初の AIR 吸引時間中（AIR  FLUSH）でのキャンセルはすぐに終了し基本画面に戻る。 

このとき、BUMP/CAL の LED は消灯になる。 

キャンセルされたことを SDM-3R 内部メモリに記録しない。 

      ※ガスの吸引中にキャンセルが行われた場合は、AIR 吸引（AIR PURGE）を行う。 

AIR 吸引中は「ＣＡＮＣＥＬ」を表示し、吸引が終了したら結果画面を表示する。 

      ※バンプテスト／ガス校正が１つでも終了していたら、その結果を表示する。 

内部メモリにもその結果を記録する。 

 

 

 

 

 

 

 

    

⑦バンプテスト失敗後の自動ガス校正の場合 

    ・「ＡＵＴＯ ＣＡＬ」の設定がＯＮの場合に行う。  ※バンプテストが成功した場合、ガス校正は行わない。 

      ・バンプテスト失敗の場合、ガス吸引のトータル時間がガス校正時間になるまでガスを吸い続け、ガス校正を行う. 

      ・バンプテスト／ガス校正の判定を表示する。 

 

                      【 GX-3R 】  

 

         

 

 

         

 

 

［校正結果を表示］ 

                           【 GX-3R Pro 】 
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バンプテスト結果 
ガス校正結果 

判定と結果濃度を 

交互に表示する 

バンプテスト結果 

ガス校正結果 



 

 11 

 

⑧ファストバンプ 

    ・「FAST BUMP」の設定が ON の場合に行う。 

    ・ガス吸引を 15 秒、ポンプ停止状態を 10 秒行い、判定する。 

    ・ファストバンプでは画面右下に「F」を表示し、BUMP LED の点滅速度が 2 倍になる。 

 

 

 

 

8. SM 操作の警報チェック 

  ①BUMP＋EDIT/ENTER スイッチを押すと警報チェックを開始する。 

   ②BUMP 設定または CAL 設定で、「ALARM CHECK」が ON の場合、バンプテストやガス校正の後に警報チェックを 

    開始する。 

   ③警報チェック中は真ん中の LED が橙点滅する。 

   ④警報チェックが終了すると、結果画面を表示し、LED が橙点滅から結果色になる。 

全て成功の場合、LED が緑色点灯する。 

    １つでも失敗したら LED が赤色点灯する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

9. SM 操作の設定値変更 

9.1 メニュー操作 

①基本画面で EDIT/ENTER スイッチを 3 秒以上押すと設定メニューが表示される。 

 

 

 

 

 

 

【 GX-3R 】                              【 GX-3R Pro 】 

 

 

 

 

> BUMP 

  CALIBRATION 

  CYLINDER 

SETTING 

 

- bUnP 
  CAL 

  SETTING 

LED P 

BUZZER P 

  

ALARM CHECK 

 

LEｄ        P 
  ｂU         P 

  ALARM C 
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   ②設定変更したい項目を▲／▼スイッチで選択する。ESCAPE でメニューを終了する。 

    BUMP      :   バンプテスト設定値 

    CAL       :   ガス校正設定値 

       CYLINDER   :   シリンダー設定 

      DATE      :   日時設定 

       PASSWORD   :   パスワード設定 

 

 

9.2 各設定内容 

【 BUMP 】   9 種類 

    ①AIR FLUSH TIME（ エア時間）  ･･･  15 ～ 180 秒 （初期値：15 秒） 

      ②GAS TIME(ガス吸引時間)     ･･･  20 ～ 120 秒 （初期値：25 秒） 

     ③AIR PURGE TIME (パージ時間)  ･･･  5 ～ 180 秒 （初期値：15 秒） 

      ④TOLERANCE（閾値）      ･･･  ±10 ～ 50% （初期値:±50%） 

      ⑤AUTO CAL（自動ガス校正）   ･･･  ON / OFF（初期値：ON） 

      ⑥FAST BUMP（ファストバンプ）   ･･･  ON / OFF（初期値：ON） 

     ⑦ALARM CHECK(警報チェック)   ･･･  ON / OFF（初期値：ON） 

      ⑧BUMP EXPIRED（バンプ期限切れ実行）  ･･･  ON / OFF（初期値：OFF） 

      ⑨AUTO EXEC（バンプ自動実行）  ･･･  ON / OFF（初期値：OFF） 

 

      BUMP EXPIRED が ON の場合、バンプ期限切れの検知器が接続した時、自動的にバンプテストを開始する。 

      AUTO EXEC が ON の場合、検知器が接続した時、自動的にバンプテストを開始する。 

 

【 CAL 】   7 種類 

    ①AIR FLUSH TIME（ エア時間）  ･･･  15 ～ 180 秒 （初期値：15 秒） 

      ②GAS TIME(ガス吸引時間)     ･･･  20 ～ 120 秒 （初期値：60 秒） 

     ③AIR PURGE TIME (パージ時間)  ･･･  5 ～ 180 秒  (初期値：15 秒） 

     ④ALARM CHECK(警報チェック)   ･･･  ON / OFF (初期値：ON) 

      ⑤CAL EXPIRED（ガス校正期限切れ実行） ･･･  ON / OFF（初期値：OFF） 

      ⑥AUTO EXEC（ガス校正自動実行） ･･･  ON / OFF（初期値：OFF） 

⑦MANUAL CAL （手動実行）   ･･･  ON / OFF（初期値：ON） 

 

      CAL EXPIRED が ON の場合、校正期限切れの検知器が接続した時、自動的にガス校正を開始する。 

      AUTO EXEC が ON の場合、検知器が接続した時、自動的にガス校正を開始する。 

     MANUAL CAL が OFF の時、CAL スイッチを押してもガス校正を行わない。また、BUMP 設定の 

「AUTO CAL」が OFF になり、変更できない。 
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【 CYLINDER 】 各ガス 

    ①電磁弁１個版    ･･･  OFF / GAS1 / CHG1  

      ②電磁弁２個版    ･･･  OFF / GAS1 / GAS2 / CHG2 

     ③電磁弁３個版    ･･･  OFF / GAS1 / GAS2 / GAS3 / CHG3 

 

【 DATE  】  

    ①年 / 月 / 日    ･･･  ○○○○/○○/○○ 

      ②時 / 分 / 秒   ･･･  ○○ /○○/○○ 

 

【 PASSWORD 】  

   ①設定メニュー表示時のパスワード  ･･･  有 (ON) / 無 (OFF) （初期値：OFF） 

   ②パスワード値変更        ･･･  4 桁（初期値：0000） 

  

 9.3 設定方法 

  ・設定を変更する場合は EDIT／ENTER スイッチを押すと設定画面になる。 

・各設定画面の操作方法は以下の通り 

 

    【 BUMP 設定 】 

   ①最初に「AIR FLUSH TIME」の設定画面を表示する。 

 

 

 

 

 

 

     ②設定値を変更したい場合は、EDIT／ENTER スイッチを押す。 

      数値が点滅し、設定可能状態となる。 

 

 

 

 

 

 

③▲／▼スイッチで数値を変更する。 

     ④EDIT／ENTER スイッチを押すと設定値が確定する。 

     ⑤各項目も同様に設定を行う。 

     ⑥GX-3R Pro は、右上に現在の項目番号を表示する。 

 

 

 

1/9 

15 

  

AIR FLUSH 

 

15 

  

AIR FL 
 

9 

15 

  

AIR FLUSH 

 

15 

  

AIR FL 
 

点滅表⽰ 
点滅表⽰ 

項⽬番号 
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     ⑦9/9  AUTO EXEC（バンプ自動実行）画面で▼スイッチを押すと、設定値の保存処理を実行する。 

 

 

 

 

 

⑧保存処置中は、「DECISION」画面を表示する。 

 

⑨保存処理が終了すると 8.1 のメニュー画面に戻る。 

 

 

 

 

 

   【 ガス校正設定 】 

     ①設定処理は BUMP 設定と同様。 

     ②項目は 7 種類。 

     ③7/7 MANUAL CAL （手動実行）画面で▼スイッチを押すと、設定値の保存処理を実行する。 

 

   【 シリンダー設定 】 

     ①各センサーに供給するシリンダー番号を設定する。シリンダー設定は、センサーの組み合わせ別、 

かつ GX-3R/GX-3R Pro 別に保存される（最大 10 件）。 

     ②電磁弁が 1 個の場合の設定値は OFF／GAS１／CHG１の３種類 

     ③電磁弁が２個の場合の設定値は OFF／GAS１／GAS2／ CHG２の４種類 

     ④電磁弁が３個の場合の設定値は OFF／GAS１／GAS2／ GAS3 ／CHG３の５種類 

     ⑤シリンダー設定のデフォルトは、GX-3R/GX-3R Pro が国内仕様の設定の場合、CH4・O2・CO を GAS1、H2S を 

       GAS2、その他を GAS3 に割り当てる。 

       海外仕様の場合は、CH4・O2・CO・H2S を GAS1、その他を GAS2、GAS3 に割り当てる。 

       電磁弁数により GAS2 や GAS3 の吸引口が存在しない場合は、CHG○に割り当てる。 

       設定保存後に、国内仕様・海外仕様の違う GX-3R/GX-3R Pro を接続しても、保存済みの設定を使用する。 

     ⑥OFF に設定した場合は、処理を実行しない。CO-H2 センサーの H2 の場合は更に、シリンダー設定以外の 

       画面で非表示になる。 

     ⑦CHG○は、シリンダー数が足りない場合に、ガス交換をして処理する時に使用する。 

※基本、OFF／CHG○は設定しない。 

 DECISION 

 

 

  

DECISION 

 9/9 

ON 

  

AUTO EXEC 

On 

  

        AUTO  EXE 
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     ⑧GX-3R Pro の場合、CH4→O2→H2S→CO→５成分目（設定されている場合）の順に設定する。 

      GX-3R の場合、CH4→O2→H2S→CO の順に設定する。 

 

 

 

 

 

 

     ⑨N2 校正の CO2 センサーが有る場合、5 成分目の次は N2 の設定になる。N2 は、CO2 より後（CO2 の 

シリンダー設定より大きい番号）には設定できない。 

 

 

 

 

 

 

     ⑩最後のガス設定画面で▼スイッチを押すと、設定値の保存処理を実行する。（BUMP 設定と同様の処理） 

 

   【 日時設定 】 

①年／月／日／時／分／秒を設定する。 

②年／月／日設定と時／分／秒設定の項目に分かれている。 

③設定値を変更したい項目に「＞」or「－」を合わせ、EDIT／ENTER スイッチを押す。 

 

 

 

 

 

 

④年 → 月 → 日  ／ 時 → 分 → 秒  の順に設定する。 

⑤「ESCAPE」項目を選択すると、8.1 のメニュー画面に戻る。 

 

   【 パスワード設定 】 

①設定メニューに入る際のパスワードが有る／無しの設定と、パスワード値の変更を行う。 

 

 

 

 

 

②設定値を変更したい項目に「＞」or「－」を合わせ、EDIT／ENTER スイッチを押す。 

③ON/OFF 設定の場合、▲／▼スイッチで変更し、EDIT／ENTER スイッチを押すと決定する。 

④設定値の保存処理（DECISION 表示）を実行し上記メニュー画面に戻る。 

CH4 ％LEL CO ppm H2S ppm 
GAS1     

O2 vol% CO2 ppm 
    

CYLINDER 
 

> 02/21/2018 

  10:27:34 

  ESCAPE 

DATE 

 

CH4 %LEL O2 % 
G1 

CO ppm H2S ppm 
  

CYLINDER 

- 02.21.18 

  10.27.34 

DATE 
 

> ON/OFF 
  PASSWORD 
  ESCAPE 
PASSWORD 

- On   OFF 

  PASS 

PASSWORD 
 

 N2 

 GAS2 

  

CYLINDER 
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⑤パスワード数値設定の場合、4 桁目(一番左の数値)から設定して行く。（４→３→２→１桁目） 

⑥▲／▼スイッチで変更し、EDIT／ENTER スイッチを押すと次の桁へ移動する。 

⑦１桁目で EDIT／ENTER スイッチを押すと数値が決定される。 

⑧設定値の保存処理（DECISION 表示）を実行し上記メニュー画面に戻る。 

⑨「ESCAPE」項目を選択すると、8.1 のメニュー画面に戻る。 

 

10. SM 操作のＵＳＢメモリへのコピー 

10.1 内容 

①SDM-3R はバンプテスト／ガス校正／警報チェックの結果を USB メモリへコピーができる。 

  ②SDM-3R が保存しているデータ量によって、COPY LED の色は以下のようになる。 

    ・データ無し        ： 消灯 

    ・データあり（80%未満） ： 緑点灯 

    ・80%以上、100%未満  ： 橙点灯 

    ・100%         ： 赤点灯 

   ③SDM-3R の USB メモリ差込口に USB メモリを差すと COPY LED が点滅し、抜くと点灯に戻る。 

 

 10.2 コピー操作 

  ① 「ＣＯＰＹ」スイッチを押すとＵＳＢメモリにコピーを行う。 

  ②コピー中は COPY LED が赤点灯し、コピーが終了したら元の LED 表示に戻る。 

  ③保存したデータをコピーできるだけの空き容量が USB メモリに無い場合は実行しない。 

     ※次の状態の時に COPY スイッチを押すと SDM-3R のＵＳＢデバイスのイニシャルを行う。 

      イニシャル中は COPY LED が橙点灯する。 

      ・ＵＳＢメモリを差しても認識しない場合。（COPY LED が点滅しない） 

      ・データのコピーが終了しない場合。（COPY LED が赤点灯のまま） 

     ※ HUB 内蔵型のＵＳＢメモリは使用不可。 

  ④CAL.＋COPY スイッチを 3 秒以上押し続けると SDM-3R の内部データを全て消去する。 

  ⑤消去後は COPY LED が消灯になる。 

   ⑥データクリア及びデータのコピー操作は、基本画面と結果画面のみ行える。 

   ⑦記録データは ROOT の DAT フォルダ以下にテキストファイルとして記録する。 

   ※ ファイル名→ SDM3RTEST0000003180111.TXT 

ユニット型式 シリアル番号 日付 

   ⑧同時測定は５成分のため結果データは最大５成分。 

   ⑨シリンダー設定が違う番号のセンサーも、結果は１つのデータとして記憶される。 
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10.3 記録データ 

【 バンプテスト 】 

   Model      : GX-3R 

   Serial No    : ************ 

   Station ID   : ********** 

   User ID    : ********** 

     SDM Model   : SDM-3R 

     SDM Serial No: SDM-3R_20171227 

   Date Time    : 2018/03/05  10:48:32 

   Item          : BUMP TEST   

   Gas Name    : CH4(%LEL) O2(%) H2S (ppm )  CO (ppm ) 

   Test Gas      :     50   12.0     25.0   50    

   Test Result    :    49   12.0     25.0    10    

   Pass/Fail?     : PASS  PASS  PASS  FAIL   

     Result Time1  : 2018/03/05  10:49:33 

Result Time2  : 2018/03/05  10:49:33 

Result Time3  : 2018/03/05  10:50:03 

Result Time4  : 2018/03/05  10:49:33 

 

 【 ガス校正 】 

   Model    : GX-3R 

   Serial No  : ************ 

   Station ID : ********** 

   User ID  : ********** 

     SDM Model   : SDM-3R 

     SDM Serial No: SDM-3R_20171227 

   Date Time  : 2018/03/06  10:48:32 

   Item        : CALIBRATION 

   Gas Name  : CH4(%LEL) O2(%) H2S (ppm )  CO (ppm ) 

Full Scale   :     100    40.0    200.0   2000  

   Cal Gas     :      50    12.0    25.0   50     

   Before Cal  :     45    11.0    30.0   55     

   After Cal   :     50    12.0    30.0   50     

   Pass/Fail?   : PASS  PASS  FAIL  PASS   

     Result Time1  : 2018/03/06  10:49:43 

Result Time2  : 2018/03/06  10:49:43 

Result Time3  : 2018/03/06  10:50:13 

Result Time4  : 2018/03/06  10:49:43 
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【 警報チェック 】 

   Model    : GX-3R 

   Serial No  : ************ 

   Station ID : ********** 

   User ID  : ********** 

     SDM Model   : SDM-3R 

      SDM Serial No: SDM-3R_20171227 

   Date Time  : 2018/03/06  10:15:17 

   Item        : ALARM CHECK 

   Test Type   :  LED     BUZZER  

   Pass/Fail?   : PASS    PASS  

 

11. SM 操作のデータロガダウンロード 

① GX-3R/GX-3R Pro と接続しており、USB メモリが差してあるとき、COPY スイッチを押して COPY LED が赤点灯する。

その状態で更に COPY スイッチを長押しすると、データロガダウンロードを行う。 

② データロガダウンロード中は GX-3R/GX-3R Pro の LCD に「DOWNLOAD」を表示し、COPY LED が橙点滅する。ダウン

ロードが終了したら元の LCD 表示・LED 表示に戻る。 

③ データロガダウンロード中に COPY スイッチを長押しすると、ダウンロードをキャンセルする。 

④ データロガダウンロードの操作は、基本画面と結果画面のみ行える。 

⑤ データロガは ROOT の DAT フォルダ以下にバイナリファイルとして保存する。 

※ ファイル名→ GX-3RPro860010016RK.DAT 

          検知器型式 検知器シリアル番号 
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12. DM 動作手順 

①ドッキングステーションソフトを立ち上げる。 

②SDM-3R の電源を ON すると、ＰＣ画面上に SDM-3R のアイコンが追加される。 

③SDM-3R の電源を ON した順に、SDM 番号が割り付けられる。 

④GX-3R/GX-3R Pro を乗せて GX-3R/GX-3R Pro の電源をＯＮすると SDM-3R と通信を開始する。 

⑤GX-3R/GX-3R Pro の LCD に「TRANSMIT」を表示する。 

 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥通信を開始すると「CHARGE 」LED が緑点滅になる。 

⑦GX-3R/GX-3R Pro から SDM-3R へ機器情報のダウンロードが開始する。 

⑧ダウンロード中は SDM-3R の「BUMP」「CAL」ＬＥＤが橙色点滅になる。 

⑨ダウンロードが終了すると SDM-3R の「BUMP」「CAL」ＬＥＤが橙色点灯になる。 

⑩ダウンロードが終了すると画面上アイコンの「ダウンロード中」が消える。 

⑪SDM-3R のアイコン上に GX-3R/GX-3R Pro アイコンが追加される。 

⑫バンプテスト／ガス校正／警報チェック、データロガダウンロードはドッキングステーションソフト上で操作する。 

 

CH4 %LEL O2 % 
50 12.0 

CO ppm H2S ppm 
50 25.0 

         TRANSMIT 

CH4 %LEL CO ppm H2S ppm 

50 50 25.0 

O2 vol% CO2 ppm 

12.0 0 

TRANSMIT 
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改廃履歴 

 

版 修 正 発行日 

0 初版 2019/3/15 

1 7⑧および 9.2 を修正、自己宣言書追加 2019/7/29 

2 自己宣言書変更 2020/4/1 



 

 

 


